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員本の地質学に拓げる槍報活動

岩粉曄1)

且.はじめに

先ず最初に,今年(1991年)6月にここで開かれま

した情報地質学会総会につきまして,お礼を申し述

べたいと思います.特別講演を小川所長さんにして

いただいたのをはじめ,地質調査所の全面的なご協

力をいただきまして,本当にありがとうございまし

た.副会長として篤く御礼申し上げます.

'また,この度は日本地質文献目録の完成とGeo-

Lisへの移行おめでとうございます.地質文献目録

といえば,私が学生の頃は戦前版と藤本治義先生の

目録がある程度で,アメリカのlBib1iographyand

IndexofGeo1ogyのようなものが日本にもあったら

なあと思ったものです.

私がいた大学は,当時世界的な大先生が多かった

ぜいか,海外出張で休講が多く,r大学は自ら学ぶ

ところであって教わるところではない｣などとカッ

コいいことを言って放っておかれました.つまり,

大学院の先輩達が汗みとる血みどろになって学問と

格闘する姿を見て育つという門前の小僧的丁稚奉公

ツステムでした.『私の大学』という本があります

が,私の大学はどうも地質図書室で,先生は市原

正さんという司書の方だったような気がします.た

お,先生方の名誉のために付け加えますと,例えば

久野久先生は講義は自分の大学だというのに集中

講義で済ませましたが,｢自然を見る目は黒板では

養えない1どんなに忙しくてもフィｰルドだげはつ

き合う｣とおっLやって,3年時の進論はまるまる

2週間づき合ってくださり,一緒にペソまで水に浸

かりなカミら地質の見方を教えてくださいました.

毎週月曜目は新着雑誌が公開される慣例になって

注)1991年9月27日に工業技術院共用講堂で開催された第214

回地質調査所研究発表会r地質文献情報の45年一清報活動

の新たな展開をめざして一｣における講演内容に手を加え

たものである.

1)鹿児島大学理学部地学教室:〒890鹿児島県鹿児島市郡元

一丁目21-35

いましたので,すべての新着雑誌に目を通し,専門

の構造地質に関係した文献を図書カｰドに取ったも

のです(今は応用地質をやっていますが,構造地質

講座ができた時の最初の学生でした).当時はまだ

TectonophysicsやJoura1ofStn1ctura1Geo1ogyな

ど専門雑誌も創刊されておらず,G.S.A.Bu11.や

Quart.Jour.Geo1.Soc.L㎝don(現在のJour.Geo1.

Soc.)あるいはGeo1.Rundschauだと一般的な雑誌

を片っ端カ㍉ら探しました.構造の分野には構造岩石

学もあるし,鉱床の構造規制の研究もあります.結

局あらゆる雑誌に目を通す羽目にたります.もっと

も情報量の少ない時代だったかったからこんたこと

もできたのです.雑誌名のabbre曲tionなどもそ

の市原さんに教わりました.

たまたまカｰドを取っているところを木村敏雄先

生に見つかり,印刷して講座のみんなに配るように

言われました.秘書の市川健雄さんがタイプ印刷し

てくださいましたが,ついでに地方に赴任して情報

に飢えている先輩にも送ることにしました.当時構

造地質講座には偉い助手が既に3人もおられてポ

ストがありません.私自身地方大学に就職するのは

当然と思っていましたから,その時に備えての深謀

遠慮です.その後パンチカｰドに変え,分野と地域

で検索もできるようにしました.こうして講座の公

式行事となり,私が新潟大へ去ってからも大学院の

手によって連綿と続けられました.その後パソコン

が普及してからはフロッピｰになりました.いわば

GeoLisのはしりです.

このように私自身,毎週図書室にこもってカｰド

を取るといった仕事を何年も続けた経験があります

ので,GeoLisのフロッピｰ1枚に込められた多く

キｰワｰド:地質一次情報,地盤情報デｰタベｰス,ボｰリン

グデｰタ,デｰタフォｰマット,JACIC様式,情

報公開
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の方々のご苦労は身にしみてわかります.ここで改

めて地質1青報センタｰの皆様に篤く感謝の意を表す

る次第です.

その点,GeoLis時代の今の学生は幸せです.情

報化時代に情報の奔流に惑わされず,無駄た手間と

時間をかけずに必要な情報を入手できるのですか

ら.しかし,新着雑誌に必ず目を通したことは岩石

学だと他分野の動向もわかり,視野を広げるのに随

分役立ちました.それにカｰドボックスに分類整理

するためには,ある程度中味を読まなげれぽなりま

せん.ですから私自身はスレｰト壁開のようだ細か

いことをやっていましたが,プレｰト前夜のいろい

ろな動きは知っていました.01istostromeなども

10年以上あとに高知だったかの地質学会でブｰム

にたったときには,何を今頃騒くのかと唖然とした

ものです.また,論文には玉石混交いろいろあり,

こげ威しのタイトルにだまされてはいげないという

ことも知りました.GeoLisは他人が作ってくれる

訳ですし,必要なものだげ検索して読めるのですか

ら大変便利ですが,教育上は考えものかも知れませ

ん.キｰワｰドの他に,これは読む価値ありとか,

くだらんとか,マｰクを付けていただげると大変助

かるのですが……(笑い).

さて,ポスタｰにはr日本の地質学における'1青報

活動｣などというそれこそこげ威しの大それた演題

が付いております(笑い)1これは私が付けたもので

はなく地質情報センタｰが命名されたものでして,

私はKGBでもCIAでもありません.ポスタｰを

見たある大学の人から,rあんたは地獄耳で田舎に

住んでいる割には世の中の動きをよく知っている.

友達が多いからだろう.情報網の作り方でも話をす

るのかね.｣たどと冷やかされました.情報地質学

会でもJUNETや既存のBBSを利用してニュｰス

の配布や原稿集めをする学会ネットワｰクの構築を

考えていますが,今回は省かせていただきます.

無駄話はさておき,地質調査所自体の情報活動に

関しては,情報地質学会での所長さんのご講演にあ

りましたので,これと重複しないよう,所外の地質

一次情報の収集に関して,地質調査所へのお願いを

中心にお話したいと思います.いただいた大層な標

題からすると羊頭狗肉にたりますが,ご勘弁くださ

し･.

2.半公開報告書のデｰタベｰス

GeoLisは学術文献の書誌情報ですが,これとこ

れからお話する一次情報のデｰタベｰスの中間に,

今小野さんがお話された半公開の報告書類がありま

す.工事報告書の類は学術論文と違って事実の記載

が中心ですから,いわば1.5次情報です.例えば,

建設省では日本建設情報総合センタｰJACICでデ

ｰタベｰスを作っています.トンネル･ダムなど建

設省発注工事の報告書の抄録が引き出せ,本報告の

保管場所がわかります(第1図:建設省大臣官房技

術調査室,1988).これは1988年に開局した

JACIC-NETによりNTTのDDX回線を通じてオ

ンラインで民間も利用することができます(JACI-

C,1991).今のところ毎日更新される建設関連の各

種ニュｰスや建設官公庁職員の人事異動速報などの

利用が多く,本格的なデｰタベｰスとしての利用は

いま一歩のようです.しかし,このおかげで報告書

類が少なくとも1冊どこかに必ず保管されるよう

になったことは大変な進歩です.今後有効活用の道

が開けるに違いありません.

わが文部省でも,1972年に京都大学に防災科学

資料センタｰが設置されて以来,自然災害科学地区

資料センタｰが北海道(北大)･東北(東北大)･関東

(埼玉大)･中部(名大)･関西(京大)･西部(九大)の

6地区に設置され,災害科学の論文だけでなく,災

害時の新聞資料や写真,対応した官庁の報告書･被

害統計など災害に関するあらゆる資料を収集してお

ります(自然災害科学･資料収集解析研究班,

1987).こうした資料の有効利用を図るため,1982

年京大に自然災害科学デｰタベｰスSAIGAIKSが

構築され,大学問ネットワｰクを通じてオンライン

で検索することが可能にたりました.現在では全国

的なデｰタベｰスSAIGAIに発展しています.た

だし,今のところ大学関係者しか利用できません.

3.地質一次情報の重要性

さて,いよいよ地質の一次情報,つまりfact

dataですが,フィｰノレドデｰタなら,ルｰトマッ

プ･スケッチ･産出化石リスト･ボｰリングデｰタ

･各種物探デｰタ･各種原位置試験の計測値･観

測値など,インドアデｰタなら,化学分析値･年代

1992年7月号�
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1.文献抄録登録様式記入例

正式名称とする.第一課･第=課等も明確に.

文献抄録登録様式

(記入例一1)

翌1文献に必ず1枚とすること｡

1'整理番号｡｡地道｡｡工韓務所謂査締孟幽雌

組織名西暦

2.文献名

副題

△△川5荒ナ教系惹含う台ヲk書†画

う1:ラ監解析ヒ総合治フk計画

内容の概略のわかる副題を記入(30字以内〕

.著者名(株〕○Oコンサルタント

一一一20宇以内

報告書作成年月

文献作成年月u凶年月1抄録作成年月では仙〕

5.発注機関L幽①大分類②中分類

出③小分類④細分類

1.分野①区〕□㎜②擾コ㎜③〔ニコ]｡

･.性格①塵璽ヨ㎜②歴函㎜③匝幽

8.キｰワｰド①E三面〕コニニニコ

匿

②圃踵〕]=コ

③醸口

④醒ニコ

⑥匝==コ

⑥氾三監解析)

⑦重ニコ

㌫鷲‡㌘⑧匝璽コ

キ墓ワｰド=なヒむ⑨匡亙麺ニコ

単語とする⑩[====コ

山

｣1

山

山

止

山

町

山山

止

』

函�9�対象地域�剛11の場合､水系名と当該剛11名������������������

幽雌�(1)水系､路線①O○川*｡△△川�u固㎜㎜u㎜山�������������������

組織コ'ド資料番号�②�]U]]LL]L]]L]]�������������������

コｰ一一昨以内�③�]]]]LL]L]｣LL]�������������������

特定できない時は､記入Lないが､多数ある場合は主要なものから順に3つ記入���������������������

コｰ一･･字以内�1･〕行政区域①匡亙1鵜�回コ騎�㎜�幽�����������������

｢業務委託｣｢業務���������������������

報告書｣等の語句�②医亙鵬�回�������������������

_20宇以内は省略できる�③[茎二型都道府㊥�[zコ縄�ω�幽�����������������

歴�特定の区域区間を対象とする場合その名称.�都道府県コｰド�市区町村コｰト������������������

対象が広い場合は､坤部地方"などと記入｡���������������������

(3)場所○O川'σ∫K^15.2κの区間'�一一一30字以内��������������������

(数字も1文字〕���������������������

類���������������������

類�王O､抄�録一一一300字以内�特殊記号は特殊蕎己号一覧(P14〕の範囲に限る.������������������

6�0�年�6�月�の�ム�塑�/�0�目�こ�よ�`�O�○�川�が�氾�亘と��

ニコ]｣�､�し�������������������

､去.jl�内�の�2�万�戸�が�､冒,及�水�し�た�の�､ムロ�水�と�し�:口�����

､､�8��������������������

己�I多�の�ダ�フ�ミノ�や�ラロ�濫�の�土�1�の�`�下�{≦������

国幽�､�､ナ�､������������������

リ�れ�ク�六･�ニノロ�ム����������������

ヌ･�乙�一百'�る�必�両�が�じ�申�������������

､���������������������

三�査�は�瓜�上�の�⇒���������������

口�亘'､�を�混�事�て�､�一�室官�の�賃�の����������

数字や句…売点等�2�氾�濫�水�理�の�析�手�法�開�､�③�汐�面�､�水�'�上コロ�画�の�基

は1文字1マス�'��������������������

として記入｡�の�門�カ＼�ら�な�る�由��������������

'o�■�の�熊�に�し､�て�は�現�地�で�の����������

弐�'入�と�澗�に�よ�り�き�実�曳�←�し�た�氾�二�������

耳�重�､�'�シ�����������������

こ�レ�ま�症�イ�さ�こ�不�～〃�上=�㌧､�て�充�ノx��������

一�､�､�������������������

力�が�め�た�ク�こ�つ�､�↓昌�雷������������

法�目�8�0�冴�6�0�0�』�'�る�上����������

0�3ε�1�室�つ�����������������

も�の�と�し�て�占'口�画�さ�れ�だ�o�A�4�/�5�������

原文献の形態を簡略形で記述する｡(P-4注L参照のこと)���������������������

空欄�11.保管場所･方法�①]_L｣_L]�]]]�山�����������������

②]｣｣]L]�]]]�山�������������������

保管場所(組織コｰド)�保管方法�マイクロ7イルム番号�������������������

12.公開区分]

1･.抄録作成者巫1･･検印[二二]化1C朝式Li"1

㎏一･ト

第1図JACIC文献抄録登録様式

建設大臣官房技術調査室(1988)

測定値･各種試験結果だと,いろいろさまざまあり

ます.このようた生デｰタは研究者個人のものとし

て私的所有にたっており,記載論文に一部掲載され

る程度で,他人は見ることはできないのが普通で

す.本人が退職したりしたらもう所在さえわかりま

せん.もちろん,記載のフォｰマットは各人各様で

す.唯一例外は化石のタイフ標本で,これだけはキ

チンと保管されているようです.今日はフィｰノレド

デｰタとして地盤情報を,インドアデｰタとして土

質試験を取り上げてみましょう.

民間地質調査業界で行っている地盤調査を例に取

ってみます.毎年行われる公共事業や民需の開発に

伴って,膨大な量の地質調査が行われています.大

学人や地質調査所が実施する調査数の比ではありま

せん.ボｰリングだけでも総計200万本以上に達

し,しかも毎年15～16万本の割で増え続けていま

す.その上,研究者がハンマｰ一丁で行う手工業的

調査と違って多額の金をつぎ込み,物理探査や横坑

･トレンチ調査などを併用した格段に繕度の高い

調査がほとんどです.しかも実際に掘削されて確か

められている例が多く,r…と考えられる｣といっ

た研究者の水掛げ論とは質的に異なります.また,

構造物が完成すると露頭が永久になくたり,二度と

デｰタの取れない貴重たものもあります.しかし,

残念ながら守秘義務の壁に阻まれ,一般には陽の目

を見ないものが大部分で,数年もすると廃棄されて

しまいます.誠にもったいないと思います.これが

表に出れば,日本の地質学の発展にどれほど役に立

つか知れません.

もう一つの意義は,学説は消えても事実は残ると

いうことです.で般に進論地質図は自分の目で見た

通り忠実に描かれていますから,辻棲が合わず自己

矛盾を起こしていることが多いのですが,自説に合

わせてでっち上げた卒論や修論の地質図より後女役

地質ニュｰス455号�
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第2図鹿児島市地盤図今昔(左右同縮尺)

左:建設省計画局(1969)による下都粘土層基底

面の等高線(m)

右:岩粉障(1991)による沖積層基底面の等高

線(m)
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に立ちます.例えほ,学生と長年つき合っています

と,卒論などの地質図にもいろいろ変遷カミありま

す.複摺的地域の場合,途中の枝沢も1本1本ち

ゃんと詰めて追跡してみると,圧倒的に多数測られ

る走向方向とは斜交する方向につながるのが普通で

す.図学通り延長上に地層が出てこないため,昔は

すぐ推定断層を引いて解決しました.露頭のない尾

根に引げばバレたいので尾根断層,あるいは酒の勢

いで引く焼酎断層たどと乎ばれたものです(笑い).

最近はme1ang6や｡1isto1ithだと便利た概念が出て

きましたから,地層をつなぐ努力を放棄してすぐレ

ンズや黒地性岩塊にしてしまいます.同じルｰトマ

ップからでもこのようにいろいろの地質図が出来上

がります,断層の場合は,同じ地層と認識していた

からまだよいのですが,レンズでは地層の厚さが実

際より厚く見積もられてしまいます.余談ですが,

枝沢まで詰めて足でつたぐ努力をしない人が増えた

のは困ったことです.
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地質調査所の地質図にも流行があるようです.今

の5万分の1地質図の悪口を言うつもりはありま一

せんが,昔の7万5千はよくできていて今でも使

えるとの声をよく聞きます.事実に忠実に描かれて

いるものが多いからです.小澤儀明先生はr七萬五

千分之一地質圖○○を讃みて其の地域の構造を解澤

す｣たどと読図から構造を論じておられますが,今

でも同様,現在の知識で見直すとさまざまなことが

よく読み取れます.地質調査所でデｰタベｰス'を作

るのなら,畦ひルｰトマップなど生デｰタを収録し

ていただきたいものです.15万の1図幅自体をコン

ピュｰタに入れるのは,なるほど20万の1のコソ

ハイノレだと所内の利用や印刷屋さんには便利でしょ

うが,われわれ土木地質屋にはあまり役に立ちませ

ん.やっぱり悪口にたりましたかね.ゴメソナサ

イ.

昨年,鹿児島地盤図を作る下準備にわが大学周辺

のミニ地盤図を作ってみました(第2図)1左は20�
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岩粉曄

年前のまだボｰリング数がごく少ない時代に建設省

で作った地盤図です.川は必ず海まで通じているは

ずだとの仮定の下にコンタｰを描いだそうですが,

市内最大の河川甲突川の旧河道が見事に表現されて

います.しかし,当時の10倍以上のボｰリングデ

ｰタから作った右図はそんたにカッコよくありませ

ん.ボｰリングの生デｰタが残されていず,こうし

た図面だけ残っていたのでは何の役にも立たたかっ

たでLよう.幸いボｰリングデｰタも記載されてい

ましたから,新しい地盤図にも取り込むことができ

ました.やはり,一次情報は残しておくものだと痛

感した次第です.

たお,こうした一次情報が集積し有効活用がなさ

れるようになると,上記のようだ学術的価値だけで

なく,さまざまな付加価値が出てくるものと思いま

す.従来やっていたルｰチンの調査程度は事前にほ

ぼわかる訳ですから,能率のよい調査計画の立案も

可能になります.もっと精度のよい質的に高い内容

の調査に時間と金を振り向けることができます.当

然,それは設計施工の質的向上にもつながります｡

こうした直接の建設計画に有用なだけでなく,都市

計画や防災計画,あるいは各種アセスメントなど,

行政のプランニングにとっても,大いに役立つに違

いありま世ん.

4｡地盤情報デｰタベｰス

地盤関係の既存のデｰタベｰスはいろいろありま

すカミ,主として官庁で作られている代表的たものを

ご紹介いたします.

先ず建設省では地質情報システムの構築を行って

おり,そのための地質調査資料整理要領やボｰリン

グ柱状図作成要領を制定しています(建設省大臣官

房技術調査室,1986a,b).地質名をはじめすべて

コｰド化されており,請負業者はこのコｰド表を提

出しなげればたりません.例えば,地質名は第3

図のように決められており,礫混り砂質シルトは

0512,シルト質砂は0320という具合です.色調も

暗青灰色は*DAHなどとアルファベットで表現さ

れます.そこで業者団体である全国地質調査業協会

連合会(全地違)ではこれに対応したパソコンベｰス

のソフトを開発しました(全地運地盤清報化委員会,

1987:矢島,1989.1990).もちろん,柱状図だげ

でたく断面図や土性図などを描く機能もあります(第

4図).全国標準仕様ですから,加盟各社のデｰタ

を集積すれほすごいデｰタベｰスどたり,実用面だ

げでたく,学問的にもすばらしい成果が得られるの

ではないかと期待しています.

国土庁も土地分類調査や水調査のシステム化を図

っています(国土庁土地局国土調査課,1990).深

井戸台帳もあります.その他,運輸省でもNTTの

�第1分類��
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�礫(G)�100�oρoooo
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第4図全地連ボｰリングデｰタ管理システムプリンタ

ｰ出力例.全地連(1988)

専用回線で結ばれた港湾情報処理システムが開発さ

れ,土質デｰタもデｰタベｰス化されています(石

井,1985).

地方公共団体でも東京都など先進的なところで

は,地盤情報のデｰタベｰス化が行われています

(石村･中山,1989).ボｰリング位置図がCRT上

に表示され,側線を指定してやると,ボｰリング柱

状図カミ並べられて出力されます.対比はCRT上で'

地質家がマニュアルでつたぎます.対比を自動化し

たり,対比した断面図を収録したかったのはひとつ

の見識だと思います.学問が進んで考え方が変わっ

たり,デｰタが増大したときたど,柔軟に対応でき

るからです.デｰタベｰスはこのような柔構造でな

げればたらたいと思います.

こうした地盤情報デｰタベｰスを基に,東京･大

阪･名古屋･福岡だと大都市を中心に各地で地盤図

が作成されており,中小都市でも同様の動きがある

のは大変喜ばしいことです.

5.記載フ才一マットの統一

このようなデｰタベｰスを全国的に構築するため

には,何よりも記載フォｰマットの統一が重要です

(弘海原,1985).今のまま放置したら,各役所や

機関ごとにバラバラのフォｰマットで収録カミはじま

り,収拾がつかたくなる恐れがあります.施主ごと

に違ったフォｰマットで提出を要求される民間業者

はたまったものではありません.しかも,そのデｰ

タベｰスの設計者が地質家でなかった場合には,恐

らく地質家にとって大変使いにくいものになるであ

ろうことは目に見えています.しかし,どんなに使

いにくくても,お上のいうことは絶対ですから,従

わざるを得ません.幸いJACIC様式は全地違が最

初から一枚かんでおられたようですのでよいのです

が,それでも例えば土質名などは地質家の使い慣れ

たものではなく,土質工学会の日本統一土質分類に

たっています.これが悪いとは言いませんが,例え

ば鹿児島のように,シラス地帯が後背地のところで

は,みんな砂層ですから,土質工学会分類のように

細砂と粗砂だけでは,一色になってしまい,対比が

できません.やはりWENTWORTHの分類のよう

に極細粒,細粒,中粒…などと細分してもらわたい

と困るのです.そこで鹿児島では砂層のところだげ

WENTWORTHも併用するよう提案しています.

軟弱地盤の沖積平野と硬岩からたる山岳地帯とで

は観察記載すべき事項も違いますし,ボｰリングデ

ｰタと違って通常の地質調査は単純ではありません

が,やはり最低限記載を要する事項だけでも制定

し,地質家にとって使いやすいフォｰマットを決め

て欲しいと思います.この点で地質調査所や地質学

会･応用地質学会など地質の専門機関･･団体がもつ･

と積極的たイニシアチブを発揮していただきたいも

のです.

こうした標準フォｰマットの制定はデｰタベｰス

の構築にとって不可欠ですが,メリット･デメリッ

トいろいろあります.メリットとしては記載水準の

レベノレアップが挙げられます.鹿児島の例で言え

ば,地元コンサルタントに地質出身者が少たいた

め,二次シラス･沖積シラスあるいは粗粒砂だけで

片付けてきた人が多かった訳ですし,軽石層まで機

械的に粒径で分けて礫とした人もいました.結局,

オｰノレコアボｰリングを実施し,実物を前にボｰリ

1992年7月号�
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せい笹い10～20人からなる大学の地質教室など問

題にたらないようた陣容を誇っています.その地質

調査所が,``親父"役を果たす義務があるのではな

いでしょうか.

最後に,情報に関して地質調査所に注文を言わ喧

ていただげれほ,情報収集活動とかデｰタベｰスと

かを云六する前に,何よりも一次情報たる精度の良

い地質図の提供が義務だと思います.5万分の1地

質図幅が未だに全国をカバｰしていないのではお話

になりません.全国の地質家,とくに民間地質調査

業界にとって最大の要望だと思います.やむたく国

土庁の表層地質図を使っているのが実状です.確か

にこの表層地質図はレベルが千差万別で,中にはか

なり問題のあるものもありますが,それでも全然な

いよりはまだまレなのです.

また,私見ですが,地震や火山に関する全国的た

精密観測を実施する一元的な機関が必要だと思いま

す.わが国のようだ地震火山国で1大学に地震研

究所があるだげというのはおかしなものです.国立

の大きな地震研究所･火山研究所と同時に,専門官

庁も必要です.先にも述べましたように気象庁と地

質調査所を併せて地球科学省にたるか,気象庁の地

震火山部門を吸収して地震地質庁にでもたり,精度

のよいデｰタを恒常的に収集していただきたいもの

です.台風が来たからといって機械を下げて観測に

飛んで行く気象学者がいるでしょうか.毎日,百葉

箱を覗いて気温や雨量を測っている学者がいるでし

ょうか.それは技官(オペレｰタｰ)の仕事です.気

象学者は主として理論面を担当しているのです.大

学の地震屋さんでこのオペレｰタｰの仕事をして学

者だと勘違いしている人がたくさんいます.しかも

学閥ごとにネッ'トが違う訳ですからお話にたりませ

ん.地質調査所も純アカデミックな研究所の域にと

どまらず,気象庁のようだ現業官庁的機能も持って

欲しいと希望します.こうした観測面での一次情報

の提供も地質調査所に期待したいところです.

所外の地質一次情報の収集については,すでに述

べました.全国に埋もれている地質一次情報収集の

中心にたっていただきたいと思います.

二次情報(文献情報)に関しては,外部へのレファ

レンスサｰビスとコピｰサｰビス,および地質図索

引図のフロッピｰ提供などをお願いいたします.そ

ろそろオンラインサｰビスも考えられたらいかがで

1992年7月号

しょうか.

以上,まとまりのない話でしたがこれで終わらせ

ていただきます.また,地質調査所への悪口雑言ご

容赦ください.先ほどのうちの卒業生のように地質

学会や地質調査所を見捨てたのたらこんたことは言

いません.これでも地質調査所の応援団のつもりな

のです.ご参考になれば幸いです.ありがとうござ

し･ました.
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